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資料８



アウトプットとアウトカムアウトプットとアウトカム

アウトプット： 研究開発の現象的ないし形式的側面。
たとえば、論文の投稿、設計図の作成、規格原案の提出や特許出願な
ど。

アウトカム： 研究開発成果の本質的ないし内容的側面。
研究開発のミッションが達成された結果。
たとえば、学術論文については、科学技術コミュニティで評価を経た内
容など、社会的・経済的な効果を目的とした研究の場合は、社会的・経
済的な製品やサービスの価値的な内容。

インパクト： 研究開発者の手を離れた後の間接的成果による波及効果。

（なお、アウトカムには研究開発者が直接的に寄与をする直接アウトカムと、研

究開発の目的に沿っているものの研究開発者の寄与が間接的である間接アウ
トカムがある。ただし、後者はインパクトと重なっている場合がある。）

（産業技術総合研究所研究所評価検討委員会（2004）資料を一部修正）
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－アウトカムゴールの重視－
アウトカムゴールの策定基準

アウトカム評価の特徴（NIH：ｱﾒﾘｶ）

達成の容易さ、達成の時期によりアウトカムゴールを分類し、研究開発ゴール
のポートフォリオを作成するとともに、マイルストーンを設定。

意義 国民や NIHのステークホルダーに 対してだけでなく、研究コ

ミュニティにおいても信頼度の高いものであること。

具体性 特定の疾病あるいは課題にたいする Goalsであり、出来る限

り、測定可能な目標や、進行途中および完了の期限なども設

定すること。

客観的か定性的か 客観的 Goalsとは、目標と実際の結果を比較することによっ

て自ずと測定可能なもの。測定が不可能な目標は定性的

Goalsで、外部専門家による独立した評価を３～５年以内に

行うことが必要。

報告可能か？ 客観的であろうが定性的であろうが、 Goalsの進捗状況は毎

年レポートで報告されな ければならない。

達成の可否 Goalsは将来達成可能な Outcomeであるべきだが、数々の理

由により達成不可能な場合もありうる。



アウトカムの視点からの評価の方法例アウトカムの視点からの評価の方法例

アウトカムの視点からの評価項目

過去のアウトプット 実現したアウトカム

将来期待される
アウトカム

1) ロードマップ
2) アウトプット
3) マネジメント

過去 現在 未来

2） アウトカム実現にむけたアウトプット評価

3） アウトカム実現に向けたマネジメント評価

1） アウトカム実現に向けたロードマップ評価

アウトカムの視点からの評価項目

過去のアウトプット 実現したアウトカム

将来期待される
アウトカム

1) ロードマップ
2) アウトプット
3) マネジメント

過去 現在 未来

2） アウトカム実現にむけたアウトプット評価

3） アウトカム実現に向けたマネジメント評価

1） アウトカム実現に向けたロードマップ評価
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（産業技術総合研究所の例）



－プログラム目標とその達成へのシナリオの重視－

【事前評価において】
研究開発プログラムの意義とその目標(アウトカム）の明確化。
そこに至るシナリオの提示と論理的整合性。
実現のためのロードマップやマイルストーンの提示。

【中間評価において】
目標に向かった推進体制や研究方法が取られているか。
ロードマップに沿った研究推進になっているか。
シナリオやロードマップの見直しは必要ないか。

【終了評価において】
アウトカムにつながると考えられる研究成果が得られているか。
目標の設定や、シナリオやロードマップは適切であったか。
適切な推進体制・推進方法で研究開発が進められたか。

【追跡評価において】
アウトカムが生み出されたか。

アウトカムの成否の検討と、そのフィードバックが出来たか。

アウトカム評価の考え方



第1期中期計画 第2期中期計画

CERCの研究期間

強相関エレクトロニクス強相関エレクトロニクス
原理の提唱原理の提唱

強相関エレクトロニクス強相関エレクトロニクス
機能の実証機能の実証

強相関電子強相関電子
デバイスの実用化デバイスの実用化

強相関強相関
界面デバイス界面デバイス

強相関強相関
フォトニクスフォトニクス

量子相制御量子相制御
理論理論

強相関強相関
有機材料相制御有機材料相制御

強相関強相関
酸化物材料相制御酸化物材料相制御

巨大トンネル磁気抵抗素子巨大トンネル磁気抵抗素子

超巨大磁気抵抗センサー超巨大磁気抵抗センサー

民間企業との共同研究民間企業との共同研究

抵抗変化型不揮発性メモリ抵抗変化型不揮発性メモリ
(R(R--RAM)RAM)

モット・トランジスタモット・トランジスタ

強相関有機電子デバイス強相関有機電子デバイス
((光スイッチング素子，有機光スイッチング素子，有機EL)EL)

平成14年度
20122012 20202020～～

デバイスプロトタイプデバイスプロトタイプ アウトカムアウトカム
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THzTHz全光型スイッチング素子全光型スイッチング素子
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築
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築

強相関強相関
スピントロニクススピントロニクス

強相関強相関
酸化物相制御酸化物相制御

強相関有機強相関有機
エレクトロニクスエレクトロニクス

強相関科学・技術の学理

熱電変換素子熱電変換素子

強相関電子技術研究センターのロードマップ
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平成16年度 平成18年度 平成20年度 平成22年度 平成24年度 平成32年度

産業技術総合研究所（元）強相関電子技術研究センター提供
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新規光パス網と既存パケット網との併用によるネットワーク

【技術的アウトカム目標】
• 通信総容量：

1,000-10,000倍
• 電力消費量：

3桁以上の削減

パケット・
ネットワーク

大規模光パス・
ネットワーク

光パス切り
替え技術
光パス切り
替え技術

管理制御技術
（グリッド技術）
ユーザに意識
させずに使い分け

管理制御技術
（グリッド技術）
ユーザに意識
させずに使い分け

光パス調整
技術

光パス調整
技術

ネットワークアーキテクチャネットワークアーキテクチャ

スーパー
ハイビジョン（ＳＨＶ）など

ユビキタス・サービス

映像関連サービス

【産業的アウトカム目標】
• 主要サービス：

高精細映像(SHV)のなどの提供

• ユーザインターフェース速度：
10-100Gbps

光パスネットワーク導入によるアウトカムの実現

産業技術総合研究所ネットワークフォトニクス研究センター提供



戦略課題１

ネットワーク
サブシステム

H27H26H25H24H23H22H21

戦略課題２

ナノフォトニクス集積

戦略課題３

超高速光デバイス
2ms)

H33 -H42H28-H32

短期的
アウトカム

中長期的

アウトカム

第３期中期計画

第3期

光
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ス
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ト
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ク
の
フ
ィ
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ル
ド
実
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低
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費
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力
で
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像
な
ど
の
巨
大
情
報
を
扱

え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
盤
の
実
現

自律分散補償、
波長パス技術、
ODUスイッチ、

等を含む
サブシステム化

長期的

アウトカム

分散補償、
D-RODAM、
等原理実証

装置化

172Gb/s
LAN実証

OTDM技術高速化
1Tb/sまでの多重化（位相、偏波）

プロトタイプ
SW開発

Si-SW,
PLC-WSS

ハイブリッド
ISBT-SW

Si-SW大規模化（32 x 32)、
インテリジェント化

WSS高機能化

ハイブリド集積技術開発

ハイブリッド
ISBT-SW、
高効率化

モノリシックISBT-SW

位相多値デバイス
としての展開

集積超高速
光信号処理
デバイス

256 x256
インテリジェント

SW

短期的

アウトカム

光
パ
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ッ
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ク
へ

の
超
高
速
技
術
の
導
入

172Gb/s-SHV 伝送の公開デモ（NHK技研公開）、H22.5月

光パスネットワーク公開デモ実験、H22.8月

光パスネットワーク導入技術開発のロードマップ
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産業技術総合研究所ネットワークフォトニクス研究センター提供



英国大学の新たな研究評価法REFについて(1)英国大学の新たな研究評価法REFについて(1)

 英国では、従来より大学の研究評価RAE (Research Assessement 
Exercise)が行われてきた。これは各学科の研究成果レベルを世界水準
との比較によって評価する方法。

 これに対して英国政府は、より多様な評価軸を含む新たな大学の研究
評価REF (Research Excellence Framework) を導入し、2014年から
実施する予定。

 政府は、 「REFは卓越した研究をより推奨し続けるべきで、それだけで

はなく、公共政策過程や、公共問題に対する研究者の貢献の質を見定
めるとともに、学界（academia）と民間部門の間の研究者の流動を妨げ
ないようにすべきである。」としている。

 REFの特徴は、従来の研究成果だけによる評価ではなく、①アウトプット
(重み 65%)、②インパクト(重み 20%)、③研究環境 (重み 15%)の3つ
の軸で評価を行うのが特徴である。

 一方で、ピア・レビューだけでなく、研究の質をはかる計量書誌学指
標（被引用情報など）も取り入れていく。
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英国大学の新たな研究評価法REFについて(2)英国大学の新たな研究評価法REFについて(2)

 インパクト評価：卓越した研究を土台に、どの程度実証可能な社会的・経済
的なインパクトが実現できたかを評価。一定の評価期間内に、ある研究ユニット
が社会・経済に明白なインパクトを得るのに、どの程度卓越した研究の優れた成
果を基本にしたのかを評価。経済、社会、公共政策、文化、生活の質（quality of 
life）のインパクトを含む。

 課題：時間的ずれ、帰属、測定限界、裏づけ、過度の重荷および複雑性など。

 インパクトの例：

・経済的インパクト： 新ビジネス創出、新技術の採用・普及、経済指標の向上

・公共政策・サービス：新政策の採用、新たな公共サービスの創出、 リスク低減

・社会・文化・創造性： 学校教育への影響、コミュニティ再生、国民の理解増進

・健康：新薬・新治療法創出、医療ガイドライン変更、治療・ヘルスケアコスト低減

・実務的・専門的サービス：実務家や医師/専門家/弁護士等への影響

・環境：新監視モデル、天然資源保全、二酸化炭素・有害ガス低減、リスク管理等
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